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Hub text identification for cross-modal embeddings

ハブに起因するクロスモーダル埋め込みの脆弱性特定

その検索結果、信頼できる？

どんな研究
画像やテキストを共通の空間で表す「埋め込み」は、異種データ間の検索を可能とします。しかし、どんな検
索内容に対しても関連度が不当に高くなる「ハブ」の存在が知られており、検索の信頼性低下を招いています。
本研究では検索の信頼性改善に向け、ハブの性質を明らかにします。

どこが凄い
多くの画像と関連度が不当に高くなる「ハブテキスト」の特定法を世界で初めて考案し、特定したテキストが
実際に検索精度を低下させることを示しました。この特定は、検索の信頼性を低下させるハブの性質理解に必
要不可欠であり、ハブの原因解明と抑制に向けて大きく前進しました。

めざす未来
近年、埋め込み技術をはじめとするAIの性能が著しく向上していますが、その信頼性については課題が残され
ています。特に、どのような入力に対して想定外の挙動を起こすのかまだ明らかではありません。本研究の発
見により、AIの挙動や性質の解明に繋がることが期待されます。
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